
◆施策体系別主要事業

　

　習志野市後期基本計画（平成２０年度～２６年度）　施策の体系

　
　１．豊かな人間性と暖かさを育むまち　（１）　豊かな人間性を育む教育の推進
 
　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　（２）　保健･医療･福祉環境の整備
 
 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（３）　市民と行政との「協働型」社会の実現
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （４）　地方分権時代を踏まえたまちづくりの推進
 

　２．都市と自然が共生したまち　　　　（１）　環境政策の充実
 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）　自然環境の保全・活用
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）　美しい都市環境の創造

　３. 安全で安心な暮らしができるまち　（１）　安全で安心なまちづくりの推進
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）　効果的な土地利用の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）　快適な生活環境の創造
 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （４）　地域情報化の推進
 

　４．活気あふれるいきいきとしたまち  （１）　商業、工業、農業の振興

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）　新しい産業の育成
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）　都市間・国際間交流の促進

　
　習志野市では、平成１３年度から市制施行６０周年を迎え
る平成２６年度に向け、まちづくりの指針となる新しい基本
構想を定め、それに基づく基本計画を策定しました。
  その基本計画の施策の体系に基づき、主要事業を分類し、
掲載しました。



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（１）豊かな人間性を育む教育の推進
１．生涯学習、生涯スポーツ、 98,531 ・生涯学習推進事業 教育委員会
芸術・文化活動の振興 　　市民カレッジの運営、生涯学習市民会議の開催、習志野かるた

　大会の開催等、生涯学習の推進を図る。
◆生涯学習推進事業 14,610

◎谷津コミュニティセンター空調機ファンコイルの改修工事の実施
　　経年劣化により性能低下を起こしているため、ファンコイル
　10台を更新する。

◆谷津コミュニティセンター管理運営費 1,200

・谷津貝塚埋蔵文化財の発掘調査（本調査）の指導・助言
◆谷津貝塚調査事業 5,579

◎生涯学習施設の耐震診断の実施
　　菊田・大久保公民館、生涯学習地区センターゆうゆう館、
　袖ヶ浦体育館の耐震診断を行う。

◆公民館耐震診断事業 4,590

◆生涯学習地区センター耐震診断事業 1,720

◆体育施設耐震診断事業 2,900

◎体育施設の整備
　　①秋津テニスコート（D・E・Fコート）の改修工事の実施
　　②茜浜近隣公園（サッカー場）の夜間照明設備設置工事の実施
　　③秋津野球場音響設備改修・空調機交換工事等の実施

◆秋津テニスコート施設整備事業 13,000

◆茜浜近隣公園サッカー場整備事業 19,000

◆体育施設整備事業 7,340

・市民スポーツ指導員活動の推進
　　市民スポーツ指導員を中心に各地区ごとに軽スポーツを実施し、
　コミュニティスポーツの普及を図る。

◆市民スポーツ指導員活動事業 1,086

・公民館講座の実施
　　講座の実施により学習機会を提供し、生活文化と生涯学習の振興
　を図る。

◆公民館講座費 6,913

◎図書館情報通信システムの更新
    システムの更新により、市民サービスの拡大とセキュリティの
   強化を図る。

◆図書館情報通信推進事業

委託料他 10,593

○第65回国民体育大会の開催準備 企画政策部
◆第65回国民体育大会開催事業 10,000

２．次代をひらく学校教育の 1,838,809 ・幼稚園施設補修整備の実施 こども部
充実 ◆幼稚園整備事業 34,500

・私立幼稚園等就園奨励
　　私立幼稚園・類似施設在園児の保護者に対する保育料の補助

◆幼稚園奨励費補助費 113,819

・幼稚園預かり保育の実施
・幼稚園児等宿泊保育の実施
　　東習志野こども園５歳児及び市立幼稚園年長児対象
　　(場所：鹿野山少年自然の家)

◆幼稚園運営保育費 68,213

・小・中学校管理備品及び教育振興備品特別整備事業 教育委員会
　　小・中学校に対して、学校管理備品や教育振興備品を特別整備
　し、学校教育のさらなる充実を図る。

◆小学校管理備品特別整備事業 4,005

◆小学校教育振興備品特別整備事業 1,833

◆中学校管理備品特別整備事業 1,075

◆中学校教育振興備品特別整備事業 6,645

・学校施設の維持管理及び施設改善整備事業（小・中学校）
◆小学校施設管理事業 38,763

◆小学校施設改善整備事業 51,300

◆中学校施設管理事業 17,563

◆中学校施設改善整備事業 29,000

◎鹿野山少年自然の家の耐震診断の実施
◆鹿野山少年自然の家耐震診断事業 2,830

○小学校大規模改造事業
　　①大久保小学校校舎の耐震補強大規模改造Ⅰ期工事の実施。
    ②袖ヶ浦東小学校旧館の耐震補強大規模改造工事の実施。
　　③実花小学校校舎の吹付アスベスト対策大規模改造Ⅰ期工事の
　　　実施。
　　④香澄小学校校舎の吹付アスベスト対策耐震補強大規模改造Ⅰ期
　　　工事の実施。
　　⑤東習志野小学校校舎の吹付アスベスト対策工事の実施。
　　⑥実籾小学校新館耐震補強大規模改造設計委託の実施。
　　⑦東習志野小学校プール改修工事の実施。

◆小学校大規模改造事業 497,704

○中学校大規模改造事業 　
　　①第二中学校教室棟の耐震補強大規模改造Ⅰ期工事の実施。
　　②第一中学校校舎の吹付アスベスト対策工事の実施。
　　③第一中学校体育館の吹付アスベスト対策耐震補強設計委託の
　　　実施。
　　④第四中学校プール改修工事の実施。

◆中学校大規模改造事業 206,904

担 当 部

１．豊かな人間性と暖かさを育むまち　　　5,284,662　千円

事　　　項 予  算 事業費



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

◎津田沼小学校全面改築事業 教育委員会
　　津田沼小学校全面改築に向けて、用地取得のための測量等を
　実施する。

◆津田沼小学校全面改築事業 3,300

・第一中学校給食室新築事業（19・20年度継続事業)
　　第一中学校の学校給食を単独校化するために、学校給食室新築
　工事を行う。

◆第一中学校給食室新築事業 158,673

・校外活動事業の実施
◆校外活動事業 19,836

・富士吉田自然体験学習の実施
　　市立中学校２年生対象（場所：富士吉田青年の家）

◆富士吉田自然体験学習推進事業 2,914

・ならしの学校音楽祭の実施
◆ならしの学校音楽祭事業 697

・各中学校区に読書指導員を配置
◆教育文化推進事業

教員補佐員賃金 6,665

・英語指導助手の配置(幼・小・中学校)
◆英語指導助手招請事業 29,897

◎英語活動等国際理解活動推進事業の実施
　　小学校における英語活動等国際理解活動について指導方法等を
　確立させるため、活動拠点校（袖ヶ浦西小学校）を設置し英語指導
　助手等を活用しながら、教員の指導力向上や指導計画等の見直しを
　行う。

◆英語活動等国際理解活動推進事業 1,090

○特別支援教育の推進
　　介助員が配置されていない、小学校６校と中学校４校に各１名
　の介助員を配置する。
　　実花小学校及び第三中学校に新たに特別支援学級（情緒）を
　開設する。

◆特別支援教育推進事業 77,966

・各中学校に生徒教育相談員を配置
◆児童･生徒教育相談員推進事業 5,880

・学力向上の推進(小・中学校)
◆学力向上推進事業 392

・中学校スポーツエキスパートの配置(市立中学校7校に8名配置)
◆スポーツエキスパート推進事業 1,182

・給食センター備品特別整備事業
　　調理場内の備品を特別整備し、学校給食の充実を図る。

◆給食センター備品特別整備事業 7,938

・わくわく鹿野山の実施
　　向山小1～6年生対象（場所：鹿野山少年自然の家）

◆鹿野山セカンドスクール事業 819

・鹿野山セカンドスクールの実施
　　市立小学校4～6年生対象（場所：鹿野山少年自然の家）

◆鹿野山セカンドスクール事業 14,465

・習志野高校にスクールカウンセラーを配置
◆スクールカウンセラー配置事業 2,024

◎習志野高校トレーニング室兼部室棟の建築工事の実施
　　習志野高校の創立50周年記念事業として、トレーニング施設兼
　部室棟の建築工事を行う。

◆施設整備事業 100,000

○高等学校防災対策事業
　　習志野高校第一体育館の耐震補強及び大規模改造工事と第二体育
　館耐震補強及び大規模改造工事設計委託の実施。

◆高等学校防災対策事業 206,560

○情報教育の推進
　　小･中学校及び習志野高校におけるパソコンを活用した授業の
　推進。

◆情報教育推進事業 441

◆小学校パソコン推進事業 71,449

◆中学校パソコン推進事業 31,867

◆高等学校教育振興費

機器賃借料 20,085

・不登校児童・生徒の解消に向けた適応指導教室の効果的な運営
◆適応指導教室推進事業 515

３．学校、家庭、地域が一体 34,785 ・幼稚園親子ふれあい支援 こども部
となった教育の推進 　　子育てふれあい広場の開催

 ◆幼稚園親子ふれあい支援事業 132

・学校評議員制の推進 教育委員会
　　学校評議員を秋津小を除く小学校１５校、中学校７校及び
　習志野高校に配置。

 ◆特色ある学校づくり推進事業

消耗品費 207

・学校運営協議会の設置
　　学校運営協議会を秋津小に設置。

 ◆特色ある学校づくり推進事業

非常勤職員報酬他 246

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

◎放課後児童会の児童会室の整備 教育委員会
　　７０名を超える大規模児童会を分割し、規模の適正化を図る。
　（津田沼・大久保児童会）

◆放課後児童会施設整備事業 34,200

（２）保健・医療・福祉環境の整備
１．保健･医療の充実 304,865 ○妊婦健康診査の公費負担の拡大 保健福祉部

　　安心で、安全な妊娠・出産ができるための支援として、妊婦健
　康診査の公費負担を2回から5回に拡大する。

◆母子健康診査事業 80,765

○麻しん排除計画の推進
　　中学校１年生、高校3年生該当年齢への麻しん（ＭＲ)の補足的接
　種を実施。

◆予防接種事業 187,235

◎後期高齢者基本健診
　　７５歳以上の後期高齢者医療制度に基づき、千葉県後期高齢者
　広域連合の委託を受け、特定検診を実施する。

◆後期高齢者健康診査事業 36,865

２．地域福祉の充実 31,005 ○海浜霊園内の施設整備 保健福祉部
　　車椅子や足の不自由な方等、来園される利用者が利用しやすい
　通路とするための改良工事等を行い、バリアフリー化を図る。

◆海浜霊園整備費 31,005

３．高齢者福祉･障害者福祉･ 2,643,151 ・セーフティネットの充実 保健福祉部
児童福祉などの充実 　◎高齢者入院療養費助成事業の新設

　　　低所得の７５歳以上の方の入院医療費の軽減を図るため、
　　３０日以上の入院に対し、年額25,000円を支給する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　高齢者入院療養費助成事業 17,000

　◎セーフティネット構築検討事業
　　　今後の高齢者のセーフティネットの方策等を検討するために、
　　各福祉分野の有識者による検討委員会を設置する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆セーフティネット構築検討事業 322

　◎災害時要援護者支援事業の実施
　　　災害時に支援が必要となる人を把握し、情報の伝達や避難支
　　援、安否確認等が円滑に行われるよう、関係機関との間で情報
　　の共有を図り、平常時からの支援体制を整備するとともに、支
　　援体制の充実を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆災害時要援護者支援事業 1,000

　◎白鷺園トイレ等、バリアフリー改修工事
　　　入居者の介護度も高くなることや車椅子でも支障がないよう
　　にするため、施設のバリアフリー化を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆白鷺園運営費 20,020

　・介護保険料の激変緩和措置の継続
　　　税制改正により影響を受けた高齢者の負担を軽減するために、
　　関係政令の改正を受け、引き続き介護保険料の激変緩和措置を
　　継続する。
　・高齢者生活援護給付金支給事業
　　　介護保険の要介護４又は５と認定された市民税非課税世帯に
　　属する高齢者に対し年額25,000円の生活援護給付金を支給する。

　　　　　　　　◆高齢者生活援護給付金支給事業 8,850

・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定
　　平成19年度に実施した実態調査を基に第４期（平成２１年度から
　２３年度）計画を策定する。

　　　　　　　　◆高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定事業 6,300

◎障害者福祉計画の作成
　　障害者自立支援法に基づき、自立支援給付及び地域生活支援事
　業の円滑な実施のため、障害者福祉サービス等の利用見込量を定
　めた障害者福祉計画を策定する。

◆第2期障害福祉計画策定事業 930

◎オストメイト専用の災害時用ポータブルトイレを配備する。
　　オストメイトの障害特性やその処理時間等に配慮する必要があ
　ることから、オストメイト専用の災害時用ポータブルトイレを市
　内5箇所に配備する。

◆オストメイト対応トイレ整備等事業 1,103

◎習志野市障害者自立支援協議会の設置
　　障害福祉に関する関係者の連携及び支援の体制に関するネット
　ワークをつくり、さまざまな地域の課題等について整理し、解決
　に向けた対応をしていくための協議の場として設置する。

◆習志野市障害者自立支援協議会運営事業 801

○精神障害者小規模通所授産施設の運営費補助
　　市内で精神障害者小規模授産施設を運営する社会福祉法人に対
　し、その運営に要する経費の一部を補助する。

◆精神障害者小規模通所授産施設運営費補助事業 10,000

○通所施設が送迎サービスをした場合の送迎費用を一部補助
　　通所定員１０人以上で、かつ、週3回以上送迎を実施している事
　業者に対し、送迎に要する費用を補助することにより、利用者が
　サービスを利用しやすくする。

◆通所サービス利用促進事業補助金 6,027

○重度心身障害者（児）医療給付事業の対象者を拡大
　　対象者を精神障害者１級所持者に拡大し、３障害均等のサービス
　とする。

◆重度心身障害者（児）医療給付事業 199,592

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

○福祉作業所運営費補助金の拡充 保健福祉部
　　習志野市の障害者が通所する作業所等の運営費を助成する。対
　象施設の増加及び重度加算補助による拡充。

◆福祉作業所運営費補助事業 3,747

○障害者小規模施設等の運営費の一部補助
　　グループホーム・ケアホームに対して、支援体制の充実を図る
　ため運営費の一部を補助する。

◆障害者小規模施設等補助事業 9,558

◎中国残留邦人生活支援事業
　　中国残留邦人等の支援策として「①老齢基礎年金の満額支給・
　②老齢基礎年金を補完する生活支援給付・③地域社会における生活
　支援等」を実施する。

◆中国残留邦人生活支援事業 608
◆中国残留邦人生活支援給付事業 43,862

◎特定高齢者生活機能評価
　　介護保険法に基づき、後期高齢者健康診査等と連携して生活機
　能検査を実施する。

◆生活機能評価事業 36,362

◎子育て先端企業認証制度の創設 こども部
　　「仕事と家庭の両立支援」に積極的に取り組んでいる企業を募
　集し、子育て先端企業として認証することで、市内企業の「仕事
　と家庭の両立支援」への取り組みを促進し、子育ち・子育てを地
　域（みんな）でささえるまちづくりを進める。

◆次世代育成支援対策事業 3,829

・こども園整備と市立幼稚園・保育所の再編
　　平成１９年度に設置した、「習志野市こども園整備・市立幼保
　再編検討委員会」において、今後のこども園の整備と市立幼稚園・
　保育所のあり方について引き続き検討する。

◆こども園整備計画策定事業 746

◎若松保育所の改築
　　老朽化及び保育需要に対応するための改築工事に向けた設計を
　行う。（２０・２１年度継続事業）

◆若松保育所改築設計事業 18,410

・民間認可保育所かすみ保育園の運営費の支弁・補助
◆民間認可保育所運営費助成事業 137,116

・保育所施設補修整備の実施
◎耐震診断結果による大久保保育所の保育施設の耐震設計及び準備
　工事を行う。

◆保育所整備事業 69,060

・保育所施設耐震診断の実施
◆保育所耐震診断事業 14,553

・民間認可外保育施設の施設賃借料の助成
◆民間保育施設助成事業 2,640

・民間保育施設に通う児童の保護者に対する助成
◆民間保育施設入所児童助成事業 11,380

・幼児教室等施設に対する賃借料の助成
◆幼児教室等施設費助成事業 200

○子どもの医療費を助成
　　平成２０年８月１日診療分より、保険診療に係る小学校就学前
　児の入通院及び小学生の入院医療費について、自己負担金200円を
　助成し医療費の無料化に取り組む。

◆子どもの医療費等助成事業 278,263

・児童虐待防止に向けたネットワークの充実
　　行政機関や地域の関係者で構成する要保護児童対策地域協議会
　により、関係機関が連携しながら、虐待を受けている等の保護を
　必要とする児童の早期発見や適切な保護を図る。

◆ならしの虐待防止ネットワーク事業 276

・育児支援家庭訪問事業の推進
　　養育困難な家庭を訪問し、保護者に子育ての過重な負担がかか
　る前に保健師等が専門的な支援を行い、保護者が安定した養育環
　境の中で子育てを行うことにより、児童虐待の未然防止を図る。

◆育児支援家庭訪問事業 121

○つどいの広場（きらっ子ルーム）の増設
　　乳幼児をもつ親子が気軽に集い、交流を図ったり、子育て相談
　等を行うきらっ子ルームを市内２ヶ所目として大久保地区に整備
　し、地域の特性を生かした子育て支援の推進を図る。

◆つどいの広場運営事業 10,394

○ファミリー・サポート・センター事業の充実
　　平成２０年４月１日より育児支援・家事支援の利用ができる対
　象年齢を小学校３年生までから小学校卒業までに拡大する。また、
　会員の状況により、複数家族の預かりにも取り組む。

◆ファミリー・サポート・センター運営事業 8,588

◆家事支援ファミリー・サポート・センター運営事業 2,929

事業費 担 当 部事　　　項 予  算



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

◎誕生の記念に絵本を贈呈 こども部
　　乳幼児期から言葉と心を育むために出生の際に絵本を贈呈し、
　絵本との出会いの機会をつくる。

◆ブックスタート事業 1,500

・父子家庭支援手当の充実
　　父子家庭に対して、母子家庭に支給されている児童扶養手当制度
　に準じた父子家庭支援手当を支給し、ひとり親家庭の支援を図る。

◆父子家庭支援手当支給事業 6,569

◎ひとり親家庭自立支援給付金事業の創設
　　ひとり親の経済的な自立を支援するため、就労に必要な知識・
　技能の取得及び能力の開発等の支援を実施する。

◆ひとり親家庭自立支援給付金事業 950

・児童手当の支給
　　小学校６年生までの児童を養育している者に手当を支給すること
　により、家庭における生活の安定に寄与する。

◆児童手当支給事業 959,937

・国民健康保険被保険者に対する医療の給付等、国民健康保険事業の 市民経済部
　安定的運営を図る。
◎メタボリックシンドロームに着目した特定健診・特定保健指導を
　実施する。

◆特定健康診査事業

◆特定保健指導事業 106,973

・後期高齢者医療制度への対応
◆千葉県後期高齢者医療広域連合負担金 642,635

（３）市民と行政との「協働型」社会の実現
１．市民と行政との｢協働型｣ 129,096 ・広報習志野の制作、発行及び配布 企画政策部

社会の実現 ◆広報習志野発行事業 51,835

・習志野郵便局旧局舎跡地整備事業
　　市民と協働のもとに策定した基本構想に基づく施設整備の実現
　に向けて、日本大学との連携を推進していく。

◆習志野郵便局旧局舎跡地整備事業 407

・ＣＡＴＶのコミュニティチャンネルを利用した広報番組の制作と
　放映

◆映像等制作事業 18,265

・ホームページによる情報提供の拡充と、行政サービスの向上
　　市民が見やすく参加しやすいページ作り。

◆ホームページ運営・管理事業 9,183

○市勢要覧他市内案内冊子の発行
◆市内案内冊子発行事業 5,705

・男女共同参画に関する講座等の開催
◆男女共同参画啓発事業 1,047

◎男女共同参画基本計画評価組織の設置
◆男女共同参画推進事業 816

・市民協働の推進及び市民協働インフォメーションルームの運営 総　務　部
◆市民協働推進事業 5,683

・市民からの緊急の苦情等に迅速に対応する。
◆緊急苦情等対策事業 13,503

・まちづくり会議が策定したまちづくりプランの具体化
　(地域へ補助金として支出するもの)
　　＊地域花いっぱい事業

◆パートナーシップ事業 1,800

・集会所の修繕
　　秋津集会所他、修繕に対し補助を行う

◆地域集会所整備事業 4,000

・まちづくり会議活動費･連合町会運営費補助・地域まつり等
　自治活動の支援

◆自治振興事業 9,703

・平和活動の推進
    広島市平和祈念式典市民派遣及び核兵器廃絶平和祈念行事を  
　実施する。

◆平和活動推進事業 1,089

・習志野らしさを生み出し、ふるさと意識を育む市民まつりの開催 市民経済部
　支援

　◆市民まつり開催補助事業 5,000

・青少年防犯対策の充実 教育委員会
　　青少年防犯対策として地域住民の協力により「こども110番の家」
  の拡充を図る。

◆青少年センター運営費 1,060

予  算 事業費 担 当 部事　　　項



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（４）地方分権時代を踏まえたまちづくりの推進
１．地方分権時代を踏まえた 204,420 ・事務事業の評価を行うことで、事業の見直しを図る。また、施策 企画政策部

まちづくりの推進 　レベルの評価の導入に向け取り組む。
◆行政評価システム事業 1,146

○市の徴収金の収納率向上 財　政　部
    調査の充実を図り、積極的な滞納処分を執行することにより
  収納額の確保に努める。
　　国保料に引き続き、マルチペイメント及びコンビニ収納を市税・
　介護保険料・後期高齢者医療保険料にも導入する。

◆収納率向上対策事業 463

◆徴収事務費 166,059

◆軽自動車税等賦課事務費 4,932

◆税制課徴収事務費（介護保険） 10,582

◆税制課徴収事務費（後期高齢者医療保険） 6,191

・行政改革の推進
    集中改革プランの実施及び進行管理に引き続き取り組む。
　　経営改革懇話会を開催し、経営という視点から意見をいただく。

◆行政改革推進事業 6,384
◆経営改革懇話会費 301

◎市民参加型補助金の実施
　　市民の視点からの自由な発想を活かした、多様な公共サービス
　事業を行う団体を公募し、補助金を助成する。

◆市民参加型補助金助成事業 5,000

・住民参加型市場公募地方債(はばたき債)の発行
　　住民の行政への参加意識の高揚を図ると共に、地方債の公募化を
　通じて、資金の調達手法の多様化を図る。

◆市場公募債発行事業 3,362

２．都市と自然が共生したまち　　　　　　1,885,815　千円
◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（１）環境政策の充実
１．総合的な環境施策 971,220 ◎市民環境大学の開講 環境部

◆環境学習事業 450

◎地球温暖化対策地域推進計画の策定
　　地球温暖化対策として、全市的な目標や活動手法の策定を行う。

◆地球温暖化対策地域推進計画策定事業 6,000

・ごみの減量及びリサイクルの推進
    有価物回収運動の奨励
　  分別・リサイクル推進の啓発

◆有価物回収運動奨励事業 57,984

・習志野市空き缶等の投棄、違反ごみ出し並びに飼い犬及び飼い猫
　のふんの放置をしないまちづくり条例の推進
 　 きれいなまちづくりの日事業（ごみゼロ運動等）
　  歩きたばこポイ捨てマナーアップ

◆きれいなまちづくり推進事業 4,866

◎レジ袋の削減と過剰包装抑制のため、消費者・事業者・行政が協働
　で、マイバッグ普及のための啓発活動を展開

◆マイバッグ普及推進事業 1,440

・環境の調査
    大気・水質・土壌及び騒音振動環境調査
　  ダイオキシン類環境調査
    水質環境ホルモン調査他

◆環境調査事業 13,809

・地下水の汚染対策
　　地下水汚染物質除去対策
　　地下水水質調査他

◆地下水汚染対策事業 11,498

・芝園清掃工場の運営
　　大気汚染防止法の改正によるダイオキシン類等の排出基準強化に
　対応すべく、平成１４年１１月から新しい清掃工場を稼動し、溶融
　生成物の再資源化、余熱を利用した発電等、ごみの適正処理を
  行なう。

◆芝園清掃工場運営費 848,173

・茜浜衛生処理場処理施設の設備更新及び縮小化整備
　　処理量の減少に即した設備更新及び縮小化整備により運営の
　効率化を図る。

◆設備更新及び縮小化整備事業 27,000

（２）自然環境の保全・活用
１．自然環境の保全･活用 5,982 ・ホタルの生息地づくりワークショップ 環　境　部

◆実籾自然保護地区ビオトープ構築事業 105

・谷津干潟の保全
    アオサの除去事業他
　  谷津干潟の日行事他

◆谷津干潟保全事業 3,346

・湿地交流に伴う市民交流、学校間交流実施
◆湿地交流事業 2,531

予  算 事業費 担 当 部

事業費 担 当 部予  算

事　　　項

事　　　項



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（３）美しい都市環境の創造
１．美しい都市環境の創造 908,613 ・公害の防止･生活環境の維持改善や、都市景観の保持を目的と 環　境　部

　した谷津干潟公園の取得費償還
◆習志野地区共同福利施設建設事業 620,353

・緑地・緑道・街路樹の維持管理及び環境整備、菊田川緑道橋補修
　工事

◆緑地・緑道・街路樹整備事業 20,000

○ハミングロードの再整備

  　ハミングロード施設改修他
◆ハミングロード再整備事業 40,000

◎ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業で配置される近隣（防災）

　公園の公共施設管理者負担金他
◆近隣（防災）公園整備事業 183,950

○専門業者による遊具の安全点検、それに伴う修繕工事
◆遊具等安全整備事業 44,310

３．安全で安心な暮らしができるまち　　　4,452,529　千円
◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（１）安全で安心なまちづくりの推進
１．防災対策の充実 267,842 ・国民保護計画の推進 総  務  部

◆国民保護計画推進事業 756

・総合防災訓練の実施
◆総合防災訓練事業 3,041

○自主防災組織の拡充及び強化
◆自主防災組織事業 7,842

・防災行政用無線固定系子局の増設工事及び音響調整
◆防災行政用無線事業 10,357

・昭和５６年５月以前に建築された木造住宅の耐震診断の実施 都市整備部
◆木造住宅耐震診断事業 600

・救急救命士を含む救急隊員の養成及び再教育 消防本部
◆救急隊員研修事業 8,330

・住宅用火災警報器の普及促進
◆火災予防推進事業 1,084

・はしご付消防ポンプ車・水槽付消防ポンプ車（中央署）、高規格
　救急車・高度救命処置用資機材（南署）の更新

◆消防車両等整備事業 232,944

◎消防本部・中央消防署耐震診断
◆消防施設耐震診断事業 2,888

２．防犯･交通安全対策の充実 37,780 ・防犯講演会等の開催、啓発物品の配布、「キラット・ジュニア防 総　務　部
  犯隊」の充実

◆犯罪のない安全で安心なまちづくり事業 3,806

○地域防犯活動促進に向けた情報提供や物品の貸与等の支援
◆地域防犯活動支援事業 540

○安全で安心なまちづくり協議会において、防犯に関する基本的施策
  ・事項を調査・審議する。

◆安全で安心なまちづくり協議会 434

・交通安全施設の整備 都市整備部
　　交通安全施設の整備として、道路反射鏡、ガードレール、道路
　照明灯、標識等の設置工事を実施。
　　また、防犯施設として防犯灯設置工事を実施する。　　　

◆交通安全施設整備事業 33,000

３．消費者保護対策の充実 5,887 ・消費生活相談員を中心とした消費生活相談の実施及び啓発 総　務　部
◆消費生活相談事業 5,437

・消費生活展の開催
◆消費生活展開催事業 450

（２）効果的な土地利用の促進
１．効果的な土地利用の推進 318,271 ・ＪＲ津田沼駅南口周辺の開発整備 都市整備部

    組合施行による土地区画整理事業実施に要する経費の一部を負担
　及び補助する（３・４・１９号線電線類地中化工事、埋蔵文化財調
　査他）。また、施行区域外の公共施設等整備のための調査を行なう
　（３・４・８号線環境等調査他）。

 ◆ＪＲ津田沼駅南口周辺地域開発整備事業 20,349

 ◆ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業 289,525

・京成実籾駅南口の開発整備
　　県道及び踏切の拡幅が完了したことから南口駅前広場の整備に
　着手し、活力あるまちづくりを進める。

 ◆京成実籾駅南口開発整備事業 7,797

・市街化調整区域土地利用の検討 企画政策部
◆市街化調整区域土地利用検討事業 600

事　　　項 予  算 事業費 担 当 部

事業費予  算 担 当 部事　　　項



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（３）快適な生活環境の創造
１．都市基盤の整備･充実 3,710,153 ・津田沼処理区(整備面積　3.49ｈａ) 都市整備部

　(処理場補助)①電気設備工事(H19～20継続事業)
　　　　　　　②水処理施設増設工事(土木工事、H20～21継続事業)
　　　　　　　③汚泥棟耐震補強・改築及びアスベスト除去工事
　　　　　　　　(H20～21継続事業)
　　　　　　　④水処理施設増設工事(建築・機械・電気)実施設計
　　　　　　　　①～④いずれも日本下水道事業団に委託
　(単独)面整備事業  Ｌ＝1,325.7ｍ  藤崎３・４丁目地区

 ◆津田沼処理区処理場補助事業 1,172,000

 ◆津田沼処理区単独事業 425,000

・印旛処理区(整備面積　11.52ｈａ)
　(管渠補助)面整備事業  Ｌ＝494.7ｍ 
　　　　　　実籾２丁目、東習志野５丁目、屋敷５丁目、
　　　　　　本大久保３・５丁目地区
　(単独)面整備事業  Ｌ＝2,426.6ｍ
　　　　大久保１丁目､本大久保３・４・５丁目､
　　　　屋敷４・５丁目、実籾２丁目、東習志野４・５・８丁目地区

 ◆印旛処理区補助事業 38,000

 ◆印旛処理区単独事業 461,200

・高瀬処理区(整備面積　3.23ｈａ)
  (単独)面整備事業　Ｌ＝505.7ｍ  谷津５・６丁目地区

◆高瀬処理区単独事業 283,700

・都市計画道路３･３･３号線の整備
  （第２工区）
　　　区間  都計道３･４･９号線～市道00－009号線
　    施行延長　635ｍ  基本幅員　22ｍ
 　   千葉県が事業主体となり実施。

 ◆３・３・３号線整備事業 107,026

・都市計画道路３･３･１号線の整備
   　 区間  区画整理区域北側境界～興和電機前
 　   施行延長  607ｍ  基本幅員　24ｍ
　    千葉県が事業主体となり実施。

 ◆３・３・１号線整備事業 102,324

・都市計画道路３･４･１１号線の整備
　　　区間　都計道３・４・１５号線～３･４･４号線(梅林園)
  　  施行延長  874ｍ　基本幅員　16ｍ
　　　橋梁上部工

 ◆３・４・１１号線整備事業 266,930

・都市計画道路３･４･４号線の整備
　　　区間　都計道３･４･１１号線(梅林園)～千葉市境
  　  施行延長　356ｍ  基本幅員　18ｍ

 ◆３・４・４号線整備事業 4,341

・市単25号線の整備
　　　区間　都計道３・３・２号線(マロニエ橋）～市道00－104号線
　　　延長　250ｍ　幅員　8ｍ

 ◆市単25号線整備事業 57,600

・道路の改良
　　　道路補修等　８路線
　　　市内排水補修、電柱移設補償、私道整備工事

 ◆道路改良事業 144,603

・環境整備
　　  交通バリアフリー法・福祉環境整備基準等に適応した歩道の
　    改善、駅前広場整備の計画及び実施。

 ◆環境対策事業 10,500

・市道00－109号線前原８号踏切道の整備
　　　市道00－109号線踏切道改良工事
　　　幅員　11.5ｍ　　延長　23ｍ
　　　平成１９年、２０年度２ヵ年継続事業

◆市道00-109号線踏切道改良事業 160,000

◎鷺沼中央跨線橋の耐震対策
　　　昭和４８年に架設し、緊急輸送道路として位置づけられている
　　鷺沼中央跨線橋の耐震対策を3ヵ年事業で行なう。
　　(H20：アプローチ部、H21～22：JR・京成線軌道上跨線橋部)

◆鷺沼中央跨線橋耐震対策事業 135,000

◎市道00－101号線の道路拡幅
　　　ＪＲ津田沼駅南口土地区画整理組合に対する公共施設管理者
　　負担金(用地取得費分)

◆市道00-101号線道路拡幅整備事業 17,900

◎ＪＲ津田沼駅北口駅前広場ペデストリアンデッキの改良
　　　バリアフリー基本構想に基づく道路特定事業計画による
　　デッキ改良工事

◆JR津田沼駅北口駅前広場ペデストリアンデッキ改良事業 72,000

○京成津田沼駅南口バリアフリー化整備事業 企画政策部
      本市が事業主体となり、京成津田沼駅南口へエレベーターを
    設置し、エレベーターから南口駅前広場までの駐輪場及び通路の
    設計・施工等を行う。

◆京成津田沼駅南口バリアフリー化整備事業 104,454

◎新習志野駅バリアフリー化整備事業
      鉄道事業者が実施するバリアフリー化整備事業に対して補助
    金を交付する。

◆新習志野駅バリアフリー化整備事業 49,000

予  算 事業費 担 当 部事　　　項



◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

○コミュニティバス実証運行事業 企画政策部
　　実証運行を実施し、効果や経費等の調査、検証を行う。

◆コミュニティバス実証運行事業 98,575

・ガス事業 企業局
　本支管工事　8,800ｍ
・水道事業
　本支管工事　6,900ｍ

２．住宅政策の充実 55,792 ○泉団地５号棟外壁改修工事、泉団地２～４号棟屋外ガス管改修工事 都市整備部
　の他、引続きライフラインを中心とした維持補修工事等を行なう。

◆市営住宅維持管理事業 45,992

◎平成２２年度から順次実施する泉団地１～４号棟(４棟９６戸)
　大規模改修工事のための基本設計を行なう。

◆泉団地大規模改修事業 9,800

（４）地域情報化の推進
１．情報化の推進 56,804 ・市民の利便性の向上及び行政の効率化を図るため、電子申請・届出 企画政策部

　システムを構築・稼動し、行政手続等のオンライン化を推進する。
◆地域情報化推進事業 48,077

・契約の基本である透明性、競争性、公正性の更なる確保の観点から 総　務　部
　電子入札を段階的に拡大実施する。

◆契約課事務費 8,727

４．活気あふれるいきいきとしたまち　　　　497,730　千円
◎は新規事業、○は拡充事業、・は継続事業   （単位：千円）

事          業          概          要
◆予算書の事業名　　

（１）商業、工業、農業の振興
１．商業、工業、農業の振興 478,752 ・勤労者の福祉の向上･雇用の安定を目指し、講演会を実施する。 市民経済部

・本市ホームページを活用した市内事業所等の求人の情報提供を
　行う。

 ◆雇用対策事業 1,302

○中小企業資金融資
    小口零細企業資金を創設する。

 ◆中小企業振興事業 444,047

・地域経済活性化の推進団体である商工会議所の事業に対し補助する
 ◆商工会議所補助事業 21,000

・商店街の街路灯電気料及び維持管理に対し補助する。
 ◆商店街施設管理補助事業 2,210

◎市内商店街の実態及び消費者ニーズを把握するため、商業動向調査
　を実施する。

 ◆商業動向調査事業 4,650

・都市型観光事業を推進し、活力あるまちづくりを行う。
 ◆観光対策事業 999

・健康でゆとりある市民生活の確保を図るため、農園整備を行う。
 ◆市民農園整備事業 1,749

・都市農業振興のため、都市景観の保全並びに団体補助による後継者
　育成及び指導体制の強化を図る。

 ◆都市農業振興活動支援事業 595

・都市農地の環境保全及び農業生産向上を図るため、農道整備を行

  う。
◆農道整備事業 2,200

（２）新しい産業の育成
１．新しい産業の育成 4,220 ・新技術・新産業の創出を図るための産学官連携プラットホーム委託 市民経済部

　事業を実施する。
◆産学官連携事業 2,720

◎団塊世代を中心とした意欲ある起業家を対象としたコミュニティ
　ビジネス起業塾を開催する。

◆コミュニティビジネス推進事業 1,500

（３）都市間・国際間交流の促進
１．都市間･国際間交流の促進 14,758 ・国際交流協会への助成及びタスカルーサ市青少年訪問団の受入 総　務　部

 ◆国際交流推進事業 12,331

◎生徒海外研修の実施 教育委員会
　　姉妹都市タスカルーサ市のアラバマ大学での英語研修とサッカー
　交流の実施

◆高等学校総務事務費

旅費 2,427

事　　　項

事　　　項

担 当 部予  算 事業費

予  算 事業費 担 当 部


